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問 い 合 わ せ 先 

 水溶性ヨード造影剤によるリンパ管造影下 CT に関する研究のお知らせ 

 

帝京大学医学部では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

 

研究期間： 2023 年 7 月 20 日 ～   2024 年 12 月 31 日 

 

〔研究課題〕 水溶性ヨード造影剤を用いた経鼠径リンパ節的リンパ管造影下 CT の診断能と再現性，安全性

の検討 

〔研究目的〕 そけい部のリンパ節に針を刺して油性の造影剤を注入するリンパ管造影は，リンパ管の病気を

診断するために非常に有用な検査です．しかし，油性造影剤には脳梗塞などの重篤な合併症が知られている

ため，使用できる量に制限があります．水に溶ける水溶性の造影剤を用いてリンパ管造影を行えばこうした合

併症は生じにくいとされていますが，水溶性造影剤を用いたリンパ管造影やリンパ管造影と同時に撮影したCT

の診断性能や再現性，安全性については報告がほとんどありません．本研究の目的は，水溶性造影剤を用い

たリンパ管造影とリンパ管造影と同時に撮影した CT の診断性能，再現性，安全性を明らかにすることです． 

〔研究意義〕 水溶性造影剤を用いてリンパ管の病気の診断が安全に施行可能であれば，油性造影剤を用い

たリンパ管造影を省略することが可能であり，脳梗塞などの重篤な合併症を生じる危険性を減らすことが出来

ると考えられます． 

〔対象・研究方法〕 2020 年 1 月から 2022 年 12 月までに当院で水溶性造影剤を用いてリンパ管造影と同時に

CT を撮影した患者さまにつき，診療録に記載されている身長，体重，病歴，CT の撮影条件，リンパ管疾患の

診断性能，副作用の有無などについて電子カルテから情報を取得して解析します． 

〔研究機関名〕  帝京大学医学部放射線科学講座 

〔個人情報の取り扱い〕 

 本研究で得られた個人情報は、氏名等の個人を特定するような情報を削除し、どなたのものかわからないよ

うに加工して、厳重に管理します。データ等は、帝京大学医学部放射線科学講座にある鍵のかかる保管庫で

保管します。研究結果を学術雑誌や学会で発表することがありますが、個人が特定されない形で行われます。

本研究についてご希望があれば、他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲

内で、研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧する事ができますので、問い合わせ先までお

申し出ください。 

 

対象となる患者様で、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究についてよ

り詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

研究責任者：氏名  和田 武   医学部放射線科学講座   職名 助教  

住所：  TEL：  03-3964-1211     （代表） 〔内線    7353     〕 


